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COP26 グラスゴー気候合意(Glasgow Climate Pact)
(1)1.5度
世界の気温上昇を1.5℃未満に押さえるための削減強化。2030年に温室効果ガスの45%削減
（2010年比）, 今世紀半ばまでにネットゼロ。
→ 気候危機（Climate Crisis)・科学（IPCC第6次評価報告書）と政治の融合・各国の2030年削減目
標(NDC; Nationally Determined Contributions)の見直し(2025年に提出）
(2)脱化石（石炭）
石炭のフェーズアウトの加速ー先進国は2030年までに廃止/途上国は2040年までに廃止（段階的
廃止）・電力の脱炭素化
→ 再生可能エネルギー・イノベーション
(3)パリ協定のルールブック完成
市場メカニズム。CO2排出枠「クレジット」ー２国間クレジット制度・国連主導型取引
→ カーボンプライシングの導入
(４)資金援助
先進国が発展途上国への支援資金を提供する。2024年までに新しい目標を作る。
(５)地球温暖化へ適応と被害救済（損失と被害；Loss and Damage) 
温暖化の悪影響への適応能力を向上させる。グローバル適応目標を 検討。
*（6) 若者育成
→ グローカル人材育成
*(7) パートナーシップ
政府と非政府（産業・学界・市民）アクターのパートナーシップ/若者・女性・地方自治体
*(8) 気候危機と健康被害
→ WHO (温暖化による死者；年間約25万人予想/大気汚染による死者；年間約70０万人予想）



1990 2005 2020 20502010

Kyoto Protocol （-6％ by 2012; 1990）
Target in the Medium-term Plan

(- 26% Reduction by 2030; 2013)
ＥＵ （- 40％ by 2030; 1990）

USA   （- 26 -28％ by 2025; 2005）

Korea ( - 37% by 2030; BAU)

Target in the Medium-term Plan
(- 25% Reduction by 2020; 1990)

Target in the Long-term Plan          
(- 60 - 80% Reduction by 2050)

Hatoyama Initiative (2008)

2008- 2012

Strategy of CO2 Reduce in Japan

12.6    
Hundred  
Million Ton 
CO2

Abe Cabinet (2015)

Carbon Neutral (2050)
GHG Net Zero 
Suga Cabinet/ 
Kishida Cabinet(2030)

・日本(2013年比）
-46% (-50%)

・EU (1990年比） -55%
・イギリス(1990年比） -68% 
・U.S.A.(2005年比）
-50% (-52%)
・中国(2005年比）
GDP当たり -65%

・インド(2005年比）
GDP当たり -33%(-35%)

＊今のNDCでは,世界の温室効果ガスの排出量は2030年に
13.7%増加(2010年比), 2.7℃上昇へ
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気候危機(Climate Crisis)と健康被害(WHO) → コインの表と裏
地球温暖化→ 年間約25万人以上の死者予想 大気汚染→ 年間約700万人以上の死者予想



UN持続可能な開発目標
(SDGs) 2015.9.   
2016-2030
17 Goals - 169 Targets

気候危機
(Climate    
Crisis)

◎ 大変革
Transforming
our world
◎ 誰一人取
り残さない
No one will 
be left behind

気候変動
(Climate
Change)



ウィズ・アフター・ポストコロナ時代を生きる〜ニューノーマル社会
（１） ウィズ・アフター・ポストコロナ時代に向けてパラダイム・シフト

① グローバルとローカルとの融合（グローカル）
→ グローバル化かローカルか から グローバル と ローカルへ
→ 産業の国際的分業化 から 国内産業 へ シフト
② 都市と地域創生
→ 都市か地域か から 都市 と 地域の共生
→ テレーワーク、オンライン 普及による職場と住居の概念変化
③ 持続可能な社会（サステイナブル社会）へSDGs
→ 経済か環境か から 経済 と 環境 と 社会へ調和
（２） 三重の強みをさらに強く、弱みを補うレジリエンス（しなやかな）イノベーション
① 豊かな自然（山—川—里—海）
→ 日本一の内湾（伊勢湾）
② 四日市公害克服の教訓
→ 経済と環境の調和、持続可能な社会（SDGs）のトップランナー
→ 過去の負の遺産を未来の正の資産へ、共通価値の創造（CSV）
③ 産業（イノベーション）
→ 伝統技術、先端技術の拠点
④ ダイバーシテー社会（多様な文化）
→ 日本の心のふるさと（伊勢神宮、熊野三山）
→ 東西文化の十字路
（３） 国連持続可能な開発目標(SDGs; ピンチをチャンスに変えるツール）→ 三重県地球温暖化防止活
動推進センター
① 脱炭素社会・カーボンニュートラル社会中部創生ー科学的・経済的イノベーション
② グローカル人財育成
③ 情報発信
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